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委 員 会 会 議 録 

（社）滋賀県トラック協会 

会 議 名 第３回「トラックの日」の事業実行委員会 

開催日時 平成２４年５月３０日（水） １３：３５～１５：５０ 

開催場所 滋賀県トラック総合会館 ３Ｆ「研修室１」 

出 席 者 会長、薩摩副会長、伊地智副会長、委員１０名、事務局４名 

 
協   議   内   容 

 
定刻５分遅れにより開会。開会にあたり岡田会長より挨拶があり、その後、薩摩委員長の議事

進行により、議題に入った。 
 
（１）平成２４年度事業計画案の検討について 
① クリーンアップ活動について 
  薩摩委員長から現在の状況について下司部会長に説明を求められ、部会長から前回実

行委員会で活動エリアは昨年度と同じ場所ということをご決定頂いた、閉会式の時間、

活動時に着用しているキャップの代わるものについてご意見を頂いているので部会を開

催し、検討していきたいと述べられた。 
 
  続いて委員長から出席委員に意見を求められ次の発言があった。 
 
 ・ 滋賀県トラック協会の文字を入れるなど桃太郎旗で目立つように出来ないか。 
   ジャンパーや先日の燃料高騰経営危機突破総決起大会時に着用したベストを着ては

どうか。数の問題があるのなら、各グループの前と後ろの２名がこのベストを着用し

てもらっても良い。 
 ・ 桃太郎旗は、風の強い日や大型トラックがスピードを出して通過すると危険である。

 ・ 横断幕を先頭の人が持つなど、何か目立つようにする必要がある。 
 ・ 出来れば燃料高騰経営危機突破総決起大会時に着用したベストを着た方が良い。 
 ・ ５００円程度の安いメッシュのベストを着用しても良い。 
 ・ 役員だけでも燃料高騰経営危機突破総決起大会時に着用したベストを着てはどうか。

 
以上の意見を受け、下司部会長から、前回実行委員会と本日頂いた意見を参考に部会

を開き検討していきたいと述べられた。 
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② 事業（イベント）の実施について 
  薩摩委員長から松田部会長に説明を求められ、部会長から資料１に基づき説明があり、

又、京都府トラック協会の「トラックの日」事業について確認を行ったところ、広報の

関係も含め、ＫＢＳカルチャーでイベント、屋台、広報込み３００万円程度で行えるこ

とが報告された。 
 
  続いて、奥委員（青年協議会会長）からこのイベントについては青年協議会メンバー

も協力し実施していきたいので、当日は青年協議会メンバーを各支部のクリーンアップ

活動からは外して頂きたいのでよろしくお願いしたいと述べられた。 
 
  また、委員長から意見を求められたところ次の発言があった。 
 
 ・ クリーンアップ活動の後、これだけのイベントを行うのは凄いパワーが必要となる。

   他支部からのイベント参加は難しいので検討が必要である。 
      本部は湖南・甲賀支部で４００～５００名の参加があり屋台を準備している

が、イベントにはその他、一般市民の人にも参加してもらえるように考えている。

一般市民の人にはフリーマーケットを、又子供対象のイベントも考えている。 
  
 ・ 一般の人がたくさん来れば駐車場の問題が出てくる。 
   フリーマーケットの時間は５～６時間程度でも可能なのか？ 
   本部だけで３００万円を使うことについて、各支部で了解を得る必要がある。 
       駐車場についてはレーク佐川も借りる予定をしている。 
 
 ・ クリーンアップとこのイベントをどう絡めていくのか。 
   これだけのイベント内容であれば別の日に行った方が効果的でないのか。 

又、午前中のクリーンアップ活動が消えてしまうのではないか。 
   クリーンアップ活動はだいぶ浸透してきたが、更に定着させたい。 
 
 ・ クリーンアップ活動もイベントも同じ「トラックの日」の事業であることを考える

と、又両方とも滋賀県トラック協会や業界のＰＲであることも考えると、同日に行っ

ても問題はない。 
 
 ・ これだけのイベント内容であれば別の日に行うのも良いが、「トラックの日」の事業

（クリーンアップ活動）が今年で５年目となるので、一般の人に参加してもらえるな

らイベントも良いと思う。但し、全支部にご理解だけはしてもらう必要がある。 
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 ・ イベントは賛成であるが、メインのクリーンアップ活動より大きくなってしまうの

ではないか。 
 これだけのイベントなら人も要るし、金も要る。 
もう少し内容をスリムに出来ないか。 
遠い支部の人は来たくても来られない。 
 昨年の東北三県の物品販売は滑った。 

   屋台など食べ物がなかったから参加者は帰ったのではないか。 
   屋台は業者に任しても安く出来る。 
   屋台の内容は部会で意見が出た内容であり、品目は絞り込んでいく予定である。 
 
・ 一般の人を対象にイベントを行い、業界のＰＲや業界に対し理解をしてもらいたい。

 
 ・ 例えば、クリーンアップ活動の閉会とイベントの開会を併せて行い、守山市長や県

の環境部長に来てもらい、イベントの中でクリーンアップ活動を披露してはどうか。

こういった流れを作れば良いのではないか。 
   イベントは少しコンパクトにして、屋台、フリーマーケットを行い、ＫＢＳを使い

広報していけば良い。 
   イベントは賛成で、広報も行いやすい。 
 
 ・ クリーンアップ活動とイベント両方を行えば良い。 
 
 ・ メインの事業となるクリーンアップ活動とイベントでは整合性がない。 
   全支部が対象となるイベントではない。 
   予算は大丈夫か。 
    青年協議会メンバーだけが各支部でクリーンアップ活動に参加しないで、イベン

トを行っても何かすっきりしないのではないか。 
   クリーンアップ活動の参加者は早く帰りたいと思っているのではないか。 
 
 ・ この４年間、クリーンアップ活動を行い広報を行ってきたが、なかなかマスコミに

採り上げてもらえないのが現状である。 
   このイベントの中でクリーンアップ活動をＰＲすれば良いのではないか。 
 
 ・ イベントの中で上手くクリーンアップ活動ＰＲ出来ればクリーンアップ自体も生き

てくる。一度やってみてはどうか。 
 
  等の意見が出、松田部会長から、時期的なことも考えるとイベントは早い準備が必要

である。青年協議会メンバーが各支部でクリーンアップ活動に参加出来ない件とイベン

トはどこまでなら良いのか聞かせてほしいと述べられた。 
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 岡田会長から、フリーマーケットと屋台は行えば良い。青年協議会が中心に行うので

はなく、あくまでも実行委員会が主体で青年協議会は協力をするというスタンスで行っ

てほしいと述べられた。 
 
  続いて、次の意見があった。 
 
・ イベントを行うかどうかの意見を聞いてほしい。 

 
 ・ イベントを行うことは良いが、屋台の種類やイベントの中身を精査し、予算的にど

れだけ費用がかかるか出してほしい。 
 
 ・ 会員皆のためになる広報が必要である。 
   各支部でゴミを持っていけば屋台の食券、もしくは何かプレゼントしてはどうか。

   クリーンアップ参加者に食券を渡してはどうか。 
   その他、広報として道の駅を活用することも考えてはどうか。 
   費用対効果の面でも余りお金を使わない方が良い。 
 
 ・ イベントは賛成である。 
   クリーンアップ活動だけでの広報は、過去４年を見てきて大変難しいと思う。 
   広く一般市民や地域住民を巻き込んだイベントが広報的にも必要である。 
   イベントの内容は少し絞っていった方が良い。 
    クリーンアップ活動の事業内容は今年で５年目であり大凡決まっているので、ク

リーンアップ部会のメンバーから事業部会に何名か移動してはどうか。 
 
・ イベントは行っていけば良い。 
  湖南・甲賀支部以外の支部の参加者が本部で行うイベントに行く人はほとんどいな

いのはわかっている。しかし行きたい人は行く。 
   クリーンアップ活動は内向け、イベントは外向けと考えてはどうか。 
   イベントをやりもしないで後ろ向きな話もどうかと思うので一度やってみてはどう

かと思う。 
  
 ・ 過去、プレス発表を行ってもなかなか取材に来ないのが現状である。 
   広報は大事なことであるので、イベントを行うことで広報を行いたい。 
 
 ・ 屋台の種類であるが、よく似たものは一つにする。例えば、焼き肉、バーベキュー

はどちらかにする。 
   パトカー・白バイの展示、戦隊ショーは行う。 

トラックの展示、献血、子供向けＳＬの乗車は止めてはどうか。 
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   また、ＫＢＳカルチャーを使うことは良いと思うが、一度、びわ湖放送にもこうい

った企画が出来ないか確認を取ってはどうか。 
 
 ・ このイベントの計画は大きすぎる。 
   昨年の東北三県の物品販売は当支部で人気があり今年も行ってほしいと要望があ

る。 
   イベントを行うと広報はしやすくなるが、今まで地道にクリーンアップ活動を行っ

てきている。 
   全員参加型の事業内容であれば良い。何か他にやり方はあるのではないか。しかし、

イベントを行うことが決まれば協力していく。 
  
 ・ クリーンアップ活動は先ほど内向けとの発言があったが、外向けの事業である。 
   過去４年間行ってきたが広報が余り出来ていないという話の中で何かイベントを行

ってはどうかとの意見が前回の実行委員会で出てきた。 
   今までクリーンアップ活動を行ってきて地元の人からは認識をしてもらっている。

   クリーンアップ活動の流れをイベントの中で組んでもらえるのならば良いと思う。

 
 ・ 予算的には大丈夫か？ 
      広報委員会の中の「トラックの日」の広報の予算を使えば大丈夫である。 
 

以上、イベントを行ってはどうかという発言が多くあり、最後に会長から内容はもう

少し精査したうえでイベントを行ってほしいと述べられ、進めることになった。 
続いて、松田部会長はイベントについて協力要請を行った。 

 
  また、委員の担当部会変更が行われ、クリーンアップ部会の湖西支部の田中委員、彦

根支部の西村委員が事業部会に移ることになった。 
 
③ 広報活動について 
  薩摩委員長から外村部会長に説明を求められ、外村部会長及び中西副部会長から、広

報については事業活動とリンクしている。今年度についてはプレス発表を中心に、その

他、ＫＢＳカルチャー（ＫＢＳ）等を使っての広報活動については今のところ考えてい

ないが事業内容により今後、検討していきたいと述べられた。 
 
以上で実行委員会は、閉会された。 
 

  ■次回委員会 
日 時  平成２４年６月２５日（月）１３時３０分～ 
場 所  滋賀県トラック総合会館 ３階「研修室１」 




